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1 . I o E 社 会 の 広 域 的 な 早 期 実 現 に 向 け た 課 題  

1 . 1 ワ イ ヤ レ ス 電 力 伝 送 技 術 の 確 立 （ 電 力 供 給 の 観 点 ） 

 I o E 社 会 実 現 の た め 、 様 々 な 機 器 （ E V 、 I o T 端 末 等 ）

へ の 安 定 的 な 電 力 供 給 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 現 状 で

は 様 々 な 機 器 へ の 電 力 伝 送 技 術 が 未 確 立 で あ る ① 。  

 以 上 よ り 、 効 率 的 な 電 力 供 給 の 観 点 ② か ら 、 既 存 イ

ン フ ラ 活 用 の 中 で ワ イ ヤ レ ス 電 力 伝 送 技 術 を 用 い て 、

セ ン タ ー カ ッ プ リ ン グ を 実 現 す る こ と が 課 題 で あ る ③ 。 

 

1 . 2 需 給 バ ラ ン ス の 維 持 （ 再 エ ネ の 観 点 ）  

日 本 の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー （ 再 エ ネ ） 電 力 比 率 は 約

2 0 ％ （ 2 0 2 2 年 度 ） で あ り 、 I o E 社 会 実 現 の た め に は 、

① 科学技術振興機構の HPの記載では、「Society5.0時代のエネルギーシステムである IoE（Internet 

of Energy）社会の実現のため、再生可能エネルギーが主力電源となる社会の次世代エネルギー変換・

マネジメントシステムの設計について検討し、エネルギー利用最適化に資するスマートシステムの

構築と、その要素技術であるエネルギー高速変換・伝送システムのイノベーションの達成に向けた

研究開発を実施し、社会実装を図っていきます。」、「屋内センサーネットワークやモバイル機器

への WPT システムの開発、多様な用途を見据えたドローンへの WPT システムを開発し、超スマート

で強靭な IoE 社会の姿を提示します。」とあります。知識がないので、引用した形で修正させてい

ただくと「エネルギー高速変換・伝送システムのイノベーションの達成に向けた研究開発を実施し、

社会実装する必要がある。特に、ワイヤレス伝送システムは、超スマートで強靭な IoE 社会を構築

に不可欠である。」となりますが、いかがでしょうか。 

② 「効率的な電力供給の観点」→「技術面の観点」 

③ タイトルと課題が異なっています。よって、シンプルに「ワイヤレス電力伝送技術の確立が課題で

ある。」で良いと思います。 
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再 エ ネ の 主 力 電 源 化 が 求 め ら れ て い る 。  

 一 方 、 電 力 供 給 網 に は 電 力 需 要 と 供 給 量 を 一 致 さ せ

る 同 時 同 量 制 御 が 不 可 欠 で あ る 。 し か し 、 発 電 量 が 気

象 条 件 に よ り 時 間 変 動 す る 再 エ ネ の み で 同 時 同 量 制 御

す る こ と は 不 可 能 で あ る ④ 。 そ の た め 、 再 エ ネ の ⑤ 観

点 か ら 、 電 力 需 給 の バ ラ ン ス を 維 持 す る こ と が 課 題 で

あ る 。  

 

1 . 3 互 換 性 の あ る I o T 機 器 の 開 発 （ 接 続 の 観 点 ）  

 I o E 社 会 実 現 に あ た っ て は 、 既 存 機 器 と I o E シ ス テ

ム が 不 具 合 無 く 接 続 す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 全 て 新

機 種 へ 更 新 す る 場 合 、 多 額 な コ ス ト を 要 す る 。  

 そ の た め 、 多 種 多 様 な 既 存 機 器 が 接 続 す る た め に 、

互 換 性 の あ る I o T モ ジ ュ ー ル 機 器 開 発 が 課 題 で あ る ⑦ 。 

 

⑦ 科学技術振興機構の HP の記載では、『「IoE 共通基盤技術」では、ユニバーサル性とスマート性に

富み急激な負荷変動や電圧変動に対する最適制御を可能とするユニバーサルスマートパワーモジュ

ール（USPM）を開発し、さらに、ワイヤレス電力伝送（WPT）システムへの応用を見据えた次世代電

力伝送システムの開発を行います。』とあります。ここで言っているのは、おそらく下線部を述べ

ているものと推察されますので、「互換性のある IoT モジュール」→「ユニバーサルスマートパワ

ーモジュール」との表現が良いのではないでしょうか。 

④ 完全否定してしまっては、課題と矛盾しませんか。「難しい」くらいにトーンを落とした方が良い

と思います。 

⑤ 再エネの観点は、どのような立場なのか分かりづらいです。「仕組み面の」、「システム面の」な

どの表現はいかがでしょうか。 
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2 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

 「 再 エ ネ 変 動 の 最 適 制 御 」 が 、 最 も 重 要 な 課 題 と 考

え る 。 な ぜ な ら 、 再 エ ネ 変 動 を 最 適 制 御 す る こ と で 、

I o E シ ス テ ム の 電 力 安 定 供 給 に 寄 与 で き る か ら で あ る

⑧ 。  

 

2 . 1  C O 2 フ リ ー 水 素 を 用 い た 火 力 発 電 の 導 入 ⑨  

 気 象 条 件 に よ り 時 間 変 動 す る 再 エ ネ 発 電 量 と 電 力 需

要 の ギ ャ ッ プ を 埋 め る た め に 、 発 電 量 を 変 動 さ せ や す

い 火 力 発 電 を 導 入 す る 。  

 火 力 発 電 に は 化 石 燃 料 で は な く 、 C O 2 フ リ ー 水 素 を 活

用 す る こ と で 、 C O 2 を 排 出 し な い 発 電 を 実 施 す る 。  

 以 上 よ り 、 電 力 需 給 調 整 の 手 段 を 確 保 す る こ と で 再

エ ネ 導 入 を 普 及 さ せ 主 力 電 源 化 す る こ と が で き る ⑩ 。  

 

⑨ 最適制御するための解決策ですか？ 

⑧ ３つの中から選ぶので、相対評価であるべきと考えます。例えば、「最も効果的だ」とか、「他に

比べすぐに対応できる課題だ」などが考えられます。 

また、観点がないので、「普遍性の観点」、「互換性の観点」などを追記してはどうでしょうか。

ただし、1.1ワイヤレス伝送と同様に技術面の観点となりますので、多角的な観点を有するのかとい

う疑義が生じます。しかし、電気電子部門は建設部門とは異なり、技術面を複数の視点で述べるこ

とは許容されるのかもしれません。よって、この課題を変えるか、ワイヤレス伝送の観点を「技術

面」から「エネルギー伝送の多様化に応える観点」、「柔軟な接続性の観点」などに変えるかどち

らかの対応が必要と考えます。 
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2 . 2  V P P （ ﾊ ﾞ ｰ ﾁ ｬ ﾙ ﾊ ﾟ ﾜ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ ﾄ ） の 導 入  

 分 散 型 電 源 （ 再 エ ネ 電 源 、 蓄 電 池 ） の 一 つ ひ と つ は

小 規 模 で あ る 。 し か し 、 I o T を 活 用 し た E M S 技 術 に よ

り こ れ ら を 束 ね 、 一 つ の 大 き な 発 電 所 （ V P P ） の よ う に

遠 隔 統 合 制 御 す る こ と で 電 力 需 給 バ ラ ン ス を 調 整 す る 。 

 ま た 、 需 要 家 が 電 力 使 用 量 を 制 御 す る デ ィ マ ン ド リ

ス ポ ン ス （ D R ） を 実 施 し 、 電 力 の 需 給 バ ラ ン ス を 調 整

す る ⑪ 。 需 要 家 や ア グ リ ゲ ー タ ー へ の イ ン セ ン テ ィ ブ

の 仕 組 み づ く り を 実 施 し 、 D R を 促 進 し て い く 必 要 が あ

る 。  

 

2 . 3  エ ッ ジ サ ー バ の 導 入  

 再 エ ネ 変 動 の 最 適 制 御 に は 、 安 定 し た 通 信 環 境 が 必

要 で あ る 。 そ の た め 、 I o T 端 末 の 近 く に サ ー バ を 分 散

配 置 す る エ ッ ジ サ ー バ を 導 入 す る 。 例 え ば 、 工 場 の 各

セ ン サ ー デ ー タ （ 温 度 、 圧 力 、 振 動 等 ） を エ ッ ジ サ ー

バ に て リ ア ル タ イ ム で 収 集 分 析 し 、 稼 働 状 況 の み を 中

⑪ 電源（供給）側の話に対し、需要側の話をしますよという視点を明確にするため、「また、需要家

においても、電力使用量を制御するディマンドリスポンス（DR）により、電力需要パターンを変化

させる。」としてはどうでしょうか。 

⑫ やることを書くべきパートなので、順番を入れ替えましょう。また、アグリゲーターは調整側なの

で、インセンティブを享受する立場にあるのでしょうか（間違ってたら無視してください）。「DR

を促進するため、需要家にインセンティブを与える仕組みづくりを進める。」でどうでしょうか。 

⑩ 再エネの主力電力化が目的ではなく、再エネの最適制御するための解決策を書きましょう。 
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央 サ ー バ に 送 信 す る 。  

こ れ に よ り 、中 央 サ ー バ へ の デ ー タ 負 荷 や 通 信 遅 延 を

抑 え る こ と が で き 、 安 定 し た 通 信 環 境 を 構 築 で き る 。  

3 . 解 決 策 に よ る 波 及 効 果 及 び 懸 念 事 項 と そ の 対 応 策  

3 . 1 波 及 効 果  

 解 決 策 に よ り 、 電 力 の 自 給 自 足 が 可 能 と な り 、 災 害

時 の レ ジ リ エ ン ス 強 化 と い っ た 波 及 効 果 が 生 じ る 。  

3 . 2 . 1 懸 念 事 項  

 V P P や I o T 端 末 設 置 に 伴 う 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 化 に よ

り 、 サ イ バ ー 攻 撃 を 受 け る リ ス ク が 高 ま る 。 こ れ に よ

り 、 ① シ ス テ ム に 連 携 す る 公 共 の 安 全 に 直 結 す る 重 要

設 備 （ 病 院 、 防 災 設 備 ） の 停 止 、 ② 各 家 庭 の 個 人 情 報

や 企 業 情 報 の 流 出 が 懸 念 さ れ る 。  

3 . 2 . 2 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 と し て 、 ① フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル に

よ る ウ ィ ル ス 侵 入 防 止 、 ② シ ス テ ム 基 幹 部 分 に お け る

D M Z 領 域 の 保 護 、 ③ サ ー バ 冗 長 化 を 実 施 す る 。  

4 . 業 務 遂 行 に お け る 必 要 な 要 件  

4 . 1 技 術 者 と し て の 倫 理  

 公 共 の 安 全 を 最 優 先 す る 。 シ ス テ ム 構 築 に お い て 、

デ ー タ が 流 出 漏 れ し な い 様 、 管 理 徹 底 し て い く 。  

4 . 2 社 会 の 持 続 可 能 性  

 解 決 策 に 用 い る 機 器 は 、 ３ R や ラ イ フ サ イ ク ル コ ス

ト な ど 、 業 務 の 各 段 階 で 常 に 環 境 に 配 慮 し た 計 画 設 計

施 工 を 実 施 し て い く 。             以 上  


